
（科目コード ： 8000520004KK）
【改訂】第26版（2014-08-04）
【科目】応用物理Ⅱ
【科目分類】 専門科目 【選択・必修の別】 必修 【学期・単位数】通年・2単位
【対象学科・専攻】 物質  4年
【担当教員】 前期：五十嵐　睦夫

後期：大嶋　一人

【授業目標】
□ 電磁気学の基本概念を理解できる。
□ 電場の概念を式に基づいて理解できる。
□ 電位の概念を式に基づいて理解できる。
□ 電流と磁場の関係を式に基づいて理解できる。
□ アンペールの法則を式に基づいて理解できる。
□ 電磁誘導の法則を式に基づいて理解できる。
□ マクスウェル方程式を式に基づいて理解できる。

【教育方針・授業概要】
この授業の総時間数は４５時間である。
電磁気学の基本概念を理解できるようにする。電場の概念を式に基づいて理解し、電位の概念と結び付ける。また、
電流と磁場の関係を式に基づいて理解できるようにし、アンペールの法則を式に基づいて理解できるようにする。そ
れに加え、電磁誘導の法則を式に基づいて理解できる。最後に、それら諸般の性質がマクスウェル方程式という形で
統合されていることを理解できるようにする。

【教科書・教材・参考書 等】
講談社基礎物理学シリーズ４：電磁気学：横山順一：講談社：978-4-06-157204-1
他クラス（４Ｍ）の電磁気学に歩調を合わせます。

【成績評価方法】
[前期]中間試験：40％,期末試験：40％,レポート：20％,レポートには、小テストを含みます。
[後期]中間試験：40％,期末試験：40％,レポート：20％,レポートには、小テストを含みます。

【達成目標】
　 達成目標 割合 評価方法

1 ・電場の概念を式に基づいて理解できる。 20 %

2 ・電位の概念を式に基づいて理解できる。 20 %

・電流と磁場の関係を式に基づいて理解できる。

3 ・電流と磁場の関係を式に基づいて理解できる。 20 %

4 ・アンペールの法則を式に基づいて理解できる。 20 %

5 ・電磁誘導の法則を式に基づいて理解できる。 20 %

【本校の学習・教育目標】
◎(B-1) 工学の基礎となる自然科学の科目を理解する
○(C) 技術的問題解決のための専門分野の基本的知識を身に付ける

各学科における専門科目を学習することにより、技術的課題を理解し対応できる
【授業計画】（応用物理Ⅱ）

回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

1～10 電場 ・クーロンの法則と電場 課題、演習

・ガウスの法則

・静電ポテンシャル

・導体の帯電状態

・コンデンサ、誘電体とその応用

・数学的基礎

11～13 電位 ・電流と電気抵抗 題、演習

・キルヒホッフの法則

14～19 ガウスの法則 ・静磁場 題、演習

・ビオ・サバールの法則

・ベクトルポテンシャル

・電磁力

・磁性体とその応用

20～25 電流と磁場 ・ファラデーの電磁誘導の法則 題、演習

・インダクタンス

・交流回路

26～30 電磁誘導 ・マクスウエルの方程式 題、演習

・電磁波


